
台風19号のつめあと 

福島県 
夏井川の氾濫 



河川氾濫の可能性 



計算の前提 

アメダスのデータを使用 
気象庁のホームページから容易に入手可能。アメダスのデータは5分～10分程度で更新
されている。 

地形データ  国土地理院から地形図は出いてるが、細かな地形は自分で作る必要があ
る。グーグルマップで十分。分水嶺に従い流域をきめ、面積を出す。 
地域分けは、地形は(山地、デルタ地帯、平野部など)によって分ける。アメダスの測定点
を参考にする。 
 

地形データ を元に、着目点までの距離を求め、雨水が到達する時間を求める。 

排出量は、航空写真をもとに、川幅、河川敷の幅をもとめ、堤防の高さなどは、写真より
適宜決める。 

流速は、通常時のものではなく、洪水時の時の実績を基にする。山地と平野部では。
流速が変るが、山地の水は、平野部も流れるので、平均では、余り変らない。 
。 



 洪水時の流速の影響 

流速により、上流での水が注目地点に到達する時間か変り、洪水の起こる危険となる時
間が変ってくる。一方、川の流れが速くなれば排水量も増えるので、洪水を抑制する。こ
れらの兼ね合いは、川の流域によって支配される。流速が変わる時の洪水の可能性がど
のように変わるかを検討した。 

支流の長さは、地点から本流に入り、
地域の出口までを想定して平均値とす
る。 

到達時間は、その地域の支流経過時
間と、その地域の出口から注目点まで
の本流流れ時間 
  (支流流れ時間 ＋ 本流流れ時間) 

地域は、山間部、デルタ地帯、平野部
で分けた。 

河川の流量の算出想定図  国土交通省資料参照  





氾濫地点 

小野新町 

氾濫地点と雨量の
測定点（気象庁） 

アメダスの降雨量の測定点 

川前 広尾 

氾濫地点に注
目し、ここにな
がれ込む雨水
の流量を推定
するために、
那珂川の流域
を地図の分水
嶺に従い決定
する。 

アメダスの測
定点を考慮し
て地域の区分
けを行う。 



アメダスの雨量データ 2019.10.12～13 

小野新町 

川前 

広尾 

夏井川の流域 

ここに集中豪雨 



流水量・排水量の計算用データ 

排水能力 

流速 v=2.0 m/sec 

流速 v=1.0 m/sec 

流速 v=2.5 m/sec 

流速 v=5.0 m/sec 流れの距離を本流に
し、流速2.5m/sec.とし
た時 

浸透率を上げた時 



流域長の影響 



夏井川の氾濫の可能性 
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溢れる水の量が分か
るので、浸水の程度
が予測できる 

堤防の高さ（河川敷から）3ｍと
仮定した場合、洪水は、18時ご

ろ発生。ただし、増水はその後
も続き、20時～21時には最も
酷く起こり、浸水が進む。  

堤防が決壊した時は、・・・浸水
はもっと高くなる。 

堤防の高さを7mとす
るなら、氾濫は、19時
頃に発生。 



流速が変るとどうなるか？ 

川の流れが早くなると上流の雨量が早く下流に影響してくる。ただし、排水量も高くな
る。流速 v= 1.0,  2.5,  及びも、5.0 m/sec.の場合を比較した。 

時刻 ( 時 ) 

流速が変っても、氾濫の起こる時刻は余り変らない。流速は、実測値を
使うとよい。 



大地での雨水の浸透は、雨量が吸い時にはかなり進むが、大量の雨に対しては、これが殆ど0
になる 。（国土交通省の資料） 

実際にこれがどのような影響を及ぼすか、増水の状況を比較した。ここでは、山地での浸透率
を40%、ならびに、50%の場合を比較した。 流速は、2.5m/sec.とした場合。 

河川の増水のパターンは殆ど変らない。土手を超える時間もほぼ同じ。 
つまり、浸透率がこの程度の変化では、氾濫の起こる時期は変らない。 
ただし、増水の程度は、かなり変わってくる。 
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支流の流れを長くすると？ 
支流の流れを長くすると、下流までの時間をより要するようになる。これが氾
濫を起こすのにどうように影響するのか、を検討した。 

支流の流れを30％から50%長くした、流速は、同じであるが、これにより、下

流までの到達時間が長くなり、氾濫の起こる時間が遅くなる。実際には、氾
濫の起こる時刻が分かるので、これによって、補正することが望ましい。流域
が長い場合には、流域の何所で、どのような降雨があるのかが問題となる。 



夏井川の場合、氾濫危険水位は、7mとなっている。この高さの基準が、川底から

になっている。ここでは、通常の川の水面からの高さが必要となる。従って、堤防
の高さを、河川敷からの高さとしている。これらの値については、各河川の実情を
知る必要がある。その意味で、このプログラムは、現場での修正が非常に重要と
なる。現場の担当者の尽力次第である。 



アメダスのデータをもとに、河川の氾濫の可能性を検討するプログラムをつ
くりました。このプログラムは、河川流域全体にわたる降雨量から、川に流
入する流量と、土手の高さ、河川敷の広さから川の排水の能力とを比較し、
氾濫のおこる可能性を検討するプログラムです。 

流域データ、河川の防御性については、まだ、十分ではありませんが、洪水
の発生を予測するには、十分なことが分かりました。 

プログラムは、エクセルを基本にした、非常に簡単なもので、どなたでも使用
が出来ます。 

質問があれば、下記に御連絡ください。 


